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全 国 ４ ７ 都 道 府 県 の未 就 学 児 を育 てるパパ・ ママに聞 く、子 育 て実 態 調 査  

「子育て女性のウェルビーイング白書  ２０２６」発表  

「共働き」でも「共育て」にはほど遠い？女性に偏る「孤育て」の負担が明らかに 

内閣府の戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）では、一人ひとりの多様な幸せ（well-being）の実現に

向け、社会技術の開発・実装に取り組んでいます。その一環として、妊婦・子育て女性のウェルビーイング向上を

目指し、202６年９月、全国の未就学児を育てる男女 6,33４人を対象に実態調査を実施。その結果をまとめた

「子育て女性のウェルビーイング白書 2026」を発行しました。 

 

■ 子育て世代の街の評価「都道府県ランキング」  ５項目中４項目で「沖縄県」が１位に 

居住地域の子育て環境に対する評価をスコア化し、都道府県 別でランキング。 

① 子どもが安心して成長できる（1位沖縄県3.19pt／全国平均2.98pt）  

② この地域で子どもを育てたい（1位長野県3.19pt／全国平均３ .００pt）  

③ 地域住民は子どもを温かく見守ってくれる（ 1位沖縄県3.1１pt、長野県3.1１pt／全国平均2.9４pt）  

④ 子どもを地域の一員として大切にしている（1位沖縄県3.14pt／全国平均2.9１pt）  

⑤ いま住んでいる地域を他者に推奨する（1位沖縄県3.４５pt／全国平均３ .０５pt）  

 

■ 子育て期の働き方  意識は「令和」、実態は「昭和」のまま？  女性に偏る育児の現実  

子育て期の働き方についての“意識”は、「子育ては母親が担うもの（ 35.5％）」「子どもの体調不良時は母親が仕事を

休む方が自然（35.３％）」の項目で少数派となった。しかし、“実態”は、「子育ては母親中心（６６ .２％）」「子どもの体

調不良時は母親が仕事を休んでいる（６３ .６％）」と、意識と実態の間に、30ptほどの大きなギャップが見られた。 

 

■ 女性は１日３時間以上、「頭の中」でも育児中！見えない「育児のメンタルロード」が存在  

おむつ替えや授乳など、目に見える作業だけでなく、段取りや準備、子どもへの気配りなど、目に見えない「頭の中の育

児」について、１０項目の発生頻度と所要時間を調査。女性は月約９３時間２０分、男性は約６２時間４８分と３０時間

以上の差がみられた。１日換算で女性は約３時間７分相当の、育児のメンタルロードが発生。 

 

■ 産後「１年」神話は崩壊？  産後の区切りと女性の回復にギャップ 

産後と聞いて思い浮かぶ期間は、「１年」が最多に（男性36.9％女性40.3％）。一方で、産後の「からだ」「こころ」「社

会・つながり」の不調や不安の全15項目について、1年以上継続するという回答が最多となり、産後の区切りは女性の

不調とは無関係に意識化されていることが判明。 

 

■ 子どもと一緒なのに孤独。 ４人に１人が、宅配便での短い会話に救われる 

女性の約6割が子育て期に「孤独」を感じ、その理由に「大人と話す機会がなくなった（ 53.4％）」「赤ちゃんと意思疎

通ができない（43.2％）」「家族など特定の大人としか話せない（ 40.4％）」と、大人社会との距離が孤独につながっ

ていることが判明。また、24.8％が「宅配の配達員やスーパーの店員との短い会話がうれしい」と回答。 

 
 

本調査では、子育て期の女性を取り巻く環境を「地域社会」「家族（男女）」「女性自身」の 3 つの視点から捉え、

女性が抱える負担や課題を可視化。子育てを母親だけに委ねず、家族や地域社会がともに支える「共育て」の実

現に向けたヒントを探ります。 

 

お問い合わせ先   株式会社つくばウエルネスリサーチ 「ママもまんなか」プロジェクト事務局  

TEL ： 04-7197-2360 ／  e-mail ： info.bansou@twr.jp 

包摂 的コミュニティプラットフォームの構築  

２０２６年１０月２９日  

筑 波 大 学  

株 式 会 社 つくばウエルネスリサーチ  

報 道 関 係 各 位  

mailto:info.bansou@twr.jp
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■  調査結果（抜粋：「子育て女性のウェルビーイング白書」より）  ※ 詳細は別途ご提供する白書全文をご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育てしやすい街は 

子どもが安心して外出できる街  

支援制度は「ない」とマイナス 

居住地域を子育てしやすい環境として推奨する

理由は、「公園や遊び場の充実」（36.2％）、「子

ども連れでの外出のしやすさ」（34.5％）、「治安

や交通の安心」（34.3％）など、子どもが地域で

安全にのびのびと過ごせる環境に関する項目が

上位を占めました。 

ま た 、 「 行 政 支 援 の 充 実 度 」 は 推 奨 す る 理 由

（20.1％）よりも、推奨しない理由（ 30.9％）と

して挙げられており、「あるとプラス」より「ないと

マイナス」となる傾向が見えてきました。 

 

 

 

 

子育て世代の居住地域の評価  都道府県ランキング 

全国平均スコア都道府県順位

2.98

3.19沖縄県1

3.16福井県2

3.14長野県3

3.08島根県4

3.06鳥取県5

3.06奈良県5

全国平均スコア都道府県順位

3.00

3.19長野県1

3.16奈良県2

3.15沖縄県3

3.15福井県3

3.10和歌山県5

3.10鳥取県5

全国平均スコア都道府県順位

2.9４

3.11沖縄県1

3.1１長野県１

3.０９島根県３

3.0５宮崎県４

3.0５鹿児島県４

全国平均スコア都道府県順位

2.91

3.14沖縄県1

3.09長野県2

3.03福井県３

3.03佐賀県3

3.00岩手県４

全国平均スコア都道府県順位

3.05

3.45沖縄県1

3.31石川県2

3.28奈良県3

3.24大阪府4

3.22北海道5

3.22福井県5

① 子どもが安心して成長できる ② この地域で子どもを育てたい ③ 地域住民が温かく見守ってくれる

④ 子どもを地域の一員として大切にしてくれる ⑤ 子育てしやすいと推奨する n=6,334 ／  （ pt）  

 

 

【  スコア（ pt） 算 出 方 法  】  

 

①  ～ ④ ： 4点 満 点  

「 とてもそう感 じる（ ４ 点 ） 」 「 そう感 じる（ ３ 点 ） 」 「 あまりそう

感 じない（ ２ 点 ） 」 「 まったくそう感 じない（ １ 点 ） で加 重 してス

コアを算 出 。  

 

⑤ ： 5点 満 点  

「 是 非 推 奨 する（ ５ 点 ） 」 「 推 奨 する（ ４ 点 ） 」 「 やや推 奨 する（

３ 点 ） 」 「 あまり推 奨 しない（ ２ 点 ） 」 「 推 奨 しない（ １ 点 ） 」 「 ま

ったく推 奨 しない（ ０ 点 ） 」 で加 重 して、スコアを算 出 。  

推奨する理由・しない理由  
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推奨した いと回答した 方へ 、推奨した いと思う理由は何で すか 。 

推奨した いと思わな いと回答した方へ 、推奨したいと思わない理由は何です か 。 

推 奨 し な い と 回 答 し た 方 ｎ = １ , ５ ６ ２ ／ （ % ）

推 奨 す る と 回 答 し た 方 ｎ = ４ , ７ ７ ２ ／ （ % ）



 3 / 6 

 

 

 

 

子育て期の働き方  意識は「令和」、実態は「昭和」のまま？  女性に偏る育児の現実  

男性の育児参画が進み、「育児は母

親が担うもの」という考え方は少数派

になりましたが、実態は母親中心の子

育てが続いています。 

「 子 育 ては母 親 中 心 」 と考 える人 は

35.5 ％ に と ど ま る 一 方 、 実 態 は

66.2％と30.7ptの差。 

また、子どもの体調不良時に母親が

仕事を休むことも、意識（35.3％）と

実態（63.6％）に28.3ptの差が見

られました。男女で育児を担うという

意識が広がる一方、負担は依然とし

て母親に偏る現実が浮き彫りになり

ました。 

 

 

 

 

男性育休は広がるも 

半年以上の取得は約 1 割にとどまる 

男性の育休取得経験は50.0％と半数に達する一

方、半年以上の取得は11.5％にとどまり、長期間

の取得はまだ限定的。 

子ども以外の同居人がパートナーだけの世帯が大

半のなか、男性は十分に頼れる存在になっている

のでしょうか。 

 

 

 

 

 

「共働き」でも「共育て」にはほど遠い？  

育児の時間的負担は３時間の開き 

子育て中の有職男女の平日1日あたりの時間を比較す

ると、女性は男性より家事が約80分長く、仕事は約83

分 短 い結 果 となりました。一 方 、育 児 時 間 は女 性 が

318.2分、男性が143.2分と、女性が約 175分（約2

時間55分）長く、家事や仕事以上に大きな男女差が見

られました。 

子育て中の働き方  「意識」と「実態」のギャップ 

男性の育休取得状況  

６ .３

6.6

30.7

28.3

そう思う計差

11 .3  

16 .9  

17 .7  

2 0 .9  

3 3 .6  

3 1 .2  

2 4 .1  

2 0 .1  

8 .9  

7 .4  

4 .4  

3 .6  

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

子育て 中は、キャリアより

家庭を優先した方がよいと思う

子育て 中は、キャリアより

家庭を優先している

5 .7  

6 .0  

10 .8  

10 .0  

3 0 .0  

2 3 .9  

3 4 .4  

3 5 .2  

11 .9  

15 .3  

7 . 1  

9 .6  

子育て 中の人には

重要な仕事を任せない方が

親切だと思う

子育て 中は

重要な仕事を任せられていない

2 .6  

14 .7  

6 .5  

2 0 .3  

2 6 .4  

3 1 . 1  

3 4 .2  

2 0 .1  

15 .7  

7 .8  

14 .5  

5 .9  

子育て は 母親が

中心となっ て行うものだと思う

子育て は 母親が

中心となっ ておこなっている
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16 .7  
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18 .7  

2 4 .8  

2 8 .1  
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2 1 .2  
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子 ど も の 体 調不良 時には

父親では なく

母 親 が 仕 事 を休んで いる

30.7ｐｔ差  

28.3ｐｔ差  
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重要な仕事を任せられていない
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6 .5  

2 0 .3  
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子育て は 母親が

中心となっ て行うものだと思う

子育て は 母親が

中心となっ ておこなっている

2 .9  

16 .7  

7 .7  

18 .7  

2 4 .8  

2 8 .1  

3 4 .3  

2 1 .2  

15 .5  

8 .9  

14 .9  

6 .3  

子 ど も の 体 調不良 時には

父親では なく母親が

仕事を休む方が自然だと思う

子 ど も の 体 調不良 時には
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母 親 が 仕 事 を休んで いる

男女の育児時間の差  平日1日あたり、家事・ 仕事・育児・自分のため（ 趣味・娯楽・外出など ）に

関わる時間を それ ぞれ お答えくださ い 。
 

有 職 者 の み n = 5 5 1 6  ／ ■ 男 性 ■ 女 性 （ 分 ）

84.8 

423.3 

143.2 

69.2 

165.0 

340.8 

318.2 

59.3 

家
事

仕
事

育
児

自
分
の
た
め

-９ .9分+１７５ .０分-82.５分+８０ .２分

男性が約１０分長い女性が約２時間５５分長い男性が約１時間２２分長い女性が約1時間２０分長い

平日1日あたり、家事・ 仕事・育児・自分のため（ 趣味・娯楽・外出など ）に

関わる時間を それ ぞれ お答えくださ い 。
 

有 職 者 の み n = 5 5 1 6  ／ ■ 男 性 ■ 女 性 （ 分 ）

84.8 

423.3 

143.2 

69.2 

165.0 

340.8 

318.2 

59.3 

家
事

仕
事

育
児

自
分
の
た
め

-９ .9分+１７５ .０分-82.５分+８０ .２分

男性が約１０分長い女性が約２時間５５分長い男性が約１時間２２分長い女性が約1時間２０分長い

仕事  

育児  

家事  

自分の時 間  

n=6,334 ／  （ %）  

現在の同居人 男性の育休取得状況
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いない/いなかった n = 3 , 1 0 4  ／ （ % ）n = 6 , 3 3 4  ／ （ % ）

50.0％  

１１ .５％  

男性育休 取得合 計  
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女性は１日３時間以上、「頭の中」でも育児中！「考える・気付く・先回りする」見えない育児負担  

育児の負担は、おむつ替えや授乳など、目に見える作業だけではありません。段取りや準備、子どもへの気配りなど、目に見え

ない「育児のメンタルロード」について調査。「頭の中の育児」に関わる10項目の発生頻度と所要時間を掛け合わせると、女性

は月5,600.5分（約93時間20分）、男性は月3,768.3分（約62時間48分）と、女性の方が月30時間以上長い結果となり

ました。女性は1日あたり約187分（約3時間7分）もの時間を、目に見えない育児に費やしている計算になります。手を動かし

ていないときも、次に必要なことを考え、子どもに気を配り続ける。女性にとって育児は、身体だけでなく、頭の中も休まる時間

が少ないことがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産後女性のウェルビーイングを把握するため、「か

らだ」「こころ」「社会・つながり」の3つの側面から

独自指標「産後（3×5）のWell-being」（全15項

目）を作成し、出産後の状態や思いを調査。 

結果、上位3位を「からだ」に関する不調が占め、

約8割が「長引く睡眠不足や疲労（ 80.8％）」「外

見の変化（79.1％）」「受診の後回し（ 77.4％）」

を経験していました。 

次いで「家計や将来設計への不安（76.4％）」「感

情の揺れ（ 74.9％）」と、経済的な不安や心理的

な不調も多く見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

頭の中の育児「育児のメンタルロード」  

■ 子 ど も の 食 事 や 授 乳 の 内 容 ・ 時 間 を 考 え る ■ 家 事 ・ 育 児 の 順 番 や 、 次 に 何 を す る か を 考 え る ■ パ ー ト ナ ー や 家 族 と の 役 割 分 担 ・ 予 定 を 調 整 す る

■ お む つ 、 着 替 え 、 飲 み 物 な ど 、 必 要 な 持 ち 物 を 準 備 ・ 補 充 す る ■ 保 育 園 ・ 幼 稚 園 ・ 学 校 な ど の 予 定 や 提 出 物 を 確 認 す る

■ 子 ど も の 体 調 や 機 嫌 の 変 化 に 気 を 配 る ■ 子 ど も の 気 持 ち を 落 ち 着 か せ る た め に 、 声 か け や 対 応 を 工 夫 す る

■ 子 ど も の 成 長 や 発 達 に 必 要 な こ と を 調 べ る ■ 外 出 先 の 授 乳 室 、 お む つ 替 え 場 所 、 休 憩 場 所 を 調 べ る ■ 通 院 、 予 防 接 種 、 健 診 な ど の 予 定 を 管 理 す る

※  Q 1 ３ × １ ４ で 平 均 総 時 間 の 男 女 差 を 算 出 ／ （ 分 ／ 月 ）
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女 性 ５,６００.5分 

3,768.3分 

「からだ」「こころ」「社会とのつながり」でみる 産後（3×５）のウェルビーイング 

■ 子 ど も の 食 事 や 授 乳 の 内 容 ・ 時 間 を 考 え る ■ 家 事 ・ 育 児 の 順 番 や 、 次 に 何 を す る か を 考 え る ■ パ ー ト ナ ー や 家 族 と の 役 割 分 担 ・ 予 定 を 調 整 す る

■ お む つ 、 着 替 え 、 飲 み 物 な ど 、 必 要 な 持 ち 物 を 準 備 ・ 補 充 す る ■ 保 育 園 ・ 幼 稚 園 ・ 学 校 な ど の 予 定 や 提 出 物 を 確 認 す る

■ 子 ど も の 体 調 や 機 嫌 の 変 化 に 気 を 配 る ■ 子 ど も の 気 持 ち を 落 ち 着 か せ る た め に 、 声 か け や 対 応 を 工 夫 す る

■ 子 ど も の 成 長 や 発 達 に 必 要 な こ と を 調 べ る ■ 外 出 先 の 授 乳 室 、 お む つ 替 え 場 所 、 休 憩 場 所 を 調 べ る ■ 通 院 、 予 防 接 種 、 健 診 な ど の 予 定 を 管 理 す る

※  Q 1 3 の 平 均 発 生 頻 度 と Q 1 4 の 平 均 所 要 時 間 を 項 目 ご と に 掛 け 合 わ せ 、 男 女 差 を 算 出 ／ （ 分 ／ 月 ）

ご自身の出産時の状態や思いについて 、あてはまるものを お答えください 。 
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睡眠不足や細切れ睡眠が続き

疲れが取れない状態が長く続く

（授乳に よる疲れ含む）

体型、体重、抜け毛、肌荒れなど

出産後の外見の変化

体調不良があっても

育児や 生活に追われて

受 診 や 治 療が 後回しに なる

身体の回復（出産後の傷の痛み、

悪露、骨盤周り の違和感、

尿漏れなど含む）に関する不調

出 産 前 と比 べて 体力・ 筋力が

十分に 戻らず、家事・育児・仕事を

こなす ことがつらい

あてはまる計

女 性 n=3 ,2 30 ／ ■ とて も あて は まる ■ あて は まる ■ や や あて は まる ■ あまり あて はまら ない ■ あて は まら ない ■ まっ たく あては まらない （ % ）

※  あて は まる計… とてもあてはまる＋あて はまる＋やや あてはまる

か
ら
だ
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7.8

出産後、不安、落ち込み、孤独感、

イライラなどの感情の揺れ

出産後の、物忘れ、集中力の低下、

判断力の低下など

外見や 体型の変化によって

自分に 自信が持てなくなる

母親とし て だけでなく

自 分 自 身 の

人生や 生き方を考え直し たい思い

自分の気持ちの不安定さを

周囲に 理解して もらえない

こ
こ
ろ
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51.4
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26.4
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13.0

12.8

8.9

23.3
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6.6
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4.4

8.3

12.0

15.4

9.8

収 入 の 変 化 や

育 児 に か かる支 出によって

家計や 将来設計に不安を感じる

出産後、外出、友人との交流、

地 域 との つ な がりが 減り、

社会か ら 取り残されたように感じる

復職後、仕事の勘や集中力、

パ フ ォ ーマンスが戻らないことや、

評価・昇進・働き方に 不安を抱く

出産や 育児によって

自 分 の キャ リアが止 まった

または 後回しになったと感じる

子連れで行ける場所や

相談できる相手が少なく

孤立し て いると感じる

社

会

と
の
つ
な
が
り
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産後「１年」神話は崩壊？   

産後の区切りと女性の回復にギャップ 

「産後」と聞いて思い浮かべる期間は、男女ともに

「出産後1年程度まで」が最多となりました。 

一方、以下の通り、女性の産後の不調が続いた期

間を調査したところ、全15項目で「1年以上」が最

多となり、認識と実態のギャップが浮かび上がりま

した。 

 

 

 

産後の不安や不調が続いた期間、または続くと予

想される期間を調査したところ、全15項目で「1年

以上」が最も多い回答となりました（「生じない」を

除く）。 

特に「家計や将来設計への不安」は50.7％と約半

数に上り、「体調不良時の受診・治療の後回し」も

44.4％と4割を超えました。また、「外見や体型の

変化による自信の低下」も41.7％に上り、産後女

性が抱える経済面や健康面、心理面の悩みが長期

にわたる実態が浮かび上がりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子 育 て期 に「 孤 独 や社 会 からの隔 絶 を感 じた」 女 性 は 56.7％ と半 数 を超 え、

11.2％が毎日感じていると回答しました。 
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あ な た は「 産後」と聞いて 、ど れくら いの期間を思い浮かべますか 。 

ｎ = ６ , ３ ３ ４ ／ ■ 男 性 ■ 女 性 （ % ）

あなたの「産後の期間」はどのくらい 

子育て期の孤独  

感 じ た 計

５６.７%

２９.４

１１.２13.7

４５.４
孤 独 を感 じた

56.7％ 

ご自身の出産時の状態や思いについて 、出産後ど のくらい続き ました か。 
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（授乳に よる疲れ含む）

体型、体重、抜け毛、肌荒れなど

出産後の外見の変化

体調不良があっても

育児や 生活に追われて

受診や 治療が後回しに なる

身体の回復（出産後の傷の痛み、

悪露、骨盤周り の違和感、

尿漏れなど含む）に 関する不調

出産前と比べて 体力・筋力が

十分に 戻らず、家事・育児・仕事を

こなす ことがつらい
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出産後、不安、落ち込み、孤独感、

イライラなどの感情の揺れ

出産後の、物忘れ、集中力の低下、

判断力の低下など

外見や 体型の変化によって

自分に自信が持てなくなる

母親とし て だけでなく

自 分 自 身 の

人生や 生き方を考え直し たい思い

自分の気持ちの不安定さを

周囲に 理解して もらえない

こ
こ
ろ
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収 入 の 変 化 や

育児に か かる支出によって

家計や 将来設計に不安を感じる

出産後、外出、友人との交流、

地域とのつながりが減り、

社会か ら 取り残されたように感じる

復職後、仕事の勘や集中力、

パ フ ォ ーマンスが戻らないことや、

評価・昇進・働き方に 不安を抱く

出産や 育児によって

自分のキャ リアが止まった

または 後回しになったと感じる

子連れで行ける場所や

相談できる相手が少なく

孤立し て いると感じる

社

会

と
の
つ
な
が
り

産 後 1年以上経過している女性 n=2 ,5 56

■ 産 後 1年 以 上 ■ 半年～1年程度 ■ 3か月～半年程度 ■ ２～3か月程度 ■ １～2か月程度 ■ ２～3週間程度 ■ 1週間程度 ■ 生じない （%）

女 性 ｎ = ３ , ２ ３ ０

■ 毎 日 感 じ た ■ 時 々 感 じ た ■ あ ま り 感 じ な か っ た ■ ま っ た く 感 じ な か っ た （ % ）

※  感 じ た 計 … 毎 日 感 じ た ＋ 時 々 感 じ た
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子どもと一緒なのに孤独。 ４人に１人が、宅配便での短い会話に救われる 

女性の約6割が子育て期に「孤独」を感じ、

その理由に「大人と話す機会がなくなった

（53.4％）」「赤ちゃんと意思疎通ができな

い（43.2％）」「家族など特定の大人としか

話せない（40.4％）」と、大人社会との距離

が孤独につながっていることが判明。また、

24.8％が「配達員やスーパーの店員との短

い会話がうれしい」と回答しました。 

 

 

 

 

「孤育て」から「共育て」へ  「子育て女性の健幸が、社会の未来をつくる」 

母親自身の健康や幸せを犠牲にすることで、子育てが成り立つ社会であってはなりません。 

全国6,334人を対象とした調査からは、子育て支援制度の整備や男性の育児参画が進む一方、育児負担は依然と

して女性に偏り、多くの女性が心身の不調を抱えながら、自身の健康を後回しにしている実態が明らかになりました。  

必要なのは、女性個人の努力に頼らず、家庭・職場・地域社会が共に子育てを担う環境づくりです。  

子育て女性の健幸を支えることは、本人や家族の未来の選択肢を広げ、地域社会の活力にもつながります。  

本白書が、子育て女性のウェルビーイングを社会全体の課題として捉え直し、新たな支援や行動を生み出す契機とな

ることを期待しています。 

“子育て女性の健幸を、社会の健幸へ” 

「孤育て」から「共育て」への転換を、私たち一人ひとりの行動から実現していきたいと考えています。  

 

 

 

 

 

 

■ 白書の全データは以下URLか右の2次元コードよりダウンロードいただけます。 

https://bit.ly/hakusyo1029 （PASS： hakusyo） 

 

％項目順位

53.4大人と話す機会がほとんどなくなった1

43.2
赤ちゃんと一緒にいても
会話や意思疎通ができず、孤独を感じた

2

40.4
パートナーや家族など
特定の大人としか話せなくなった

3

37.4
外出しても子どもの世話が中心で
自分自身として人と接する機会がなかった

4

37.1
自分だけ時間が
止まってしまったよう に感じた

5

36.1
パートナーに気持ちを
理解してもらえないと感じた

6

31.6ママ友がいなかった・作れなかった7

％項目順位

31.3SNSを見る時間が増えた8

29.0
仕事や職場とのつながりがなくなり
自分の居場所がなくなったように感じた

9

24.8
宅配便やスーパーの店員や美容師などとの
短い会話がとてもうれしく感じた

10

23.6
周囲に気軽に相談できる
相手がいなかった

11

23.4
SNSで
他の家庭と比べてしまい
余計に孤独を感じた

12

18.5
パートナーとの関係が
薄れたと感じた

13

1.8その他14

【  調 査 概 要  】  子 育 て女 性 のウェルビーイング調 査  

□  調 査 時 期 ： 2026 年 9 月 4 日 （ 金 ） 〜9 月 10 日 (木 ）  

□  調 査 対 象 ： 各 都 道 府 県 の未 就 学 児 を持 つ 20～ 50 代 の男 女  計 6,334 人 （ 男 性 3,104 人 、女 性 3,230 人 ）  

□  調 査 方 法 ： インターネット調 査  
 

※  構 成 比 （ ％ ） は小 数 第 2 位 以 下 を四 捨 五 入 しているため、合 計 が 100％ にならない場 合 があります。  

※  調 査 委 託 先 ： 楽 天 インサイト株 式 会 社  

国 立 大 学 法 人 筑 波 大 学 大 学 院 人 間 総 合 科 学 学 術 院  教 授  

国 立 大 学 法 人 筑 波 大 学  スマートウエルネスシティ政 策 開 発 研 究 センター  センター長  

久 野  譜 也  （ く の  し ん や ）  

Ｓ Ｉ Ｐ 「 包 摂 的 コミュニティプラットフォームの構 築 」  プログラムディレクター  

女 性 n = 3 , 2 3 0  ／ （ % ）

https://bit.ly/hakusyo1029

